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基準４ 学生の受入 

（１）観点ごとの分析 

観点４－１－①：教育の目的に沿って，求める学生像や入学者選抜（例えば，準学士課程入学者選抜，

編入学生選抜，留学生選抜，専攻科入学者選抜等が考えられる。）の基本方針など

が記載されたアドミッション･ポリシーが明確に定められ，学校の教職員に周知され

ているか。また，将来の学生を含め社会に公表されているか。 

（観点に係る状況）準学士課程のアドミッション・ポリシーは明文化されており（資料４－１－①－

１），学生募集要項（資料４－１－①－２）やウェブサイト（資料４－１－①－３），学校概要

（資料４－１－①－４）に掲載され，学校の構成員に周知されているとともに，社会に対して公表

されている。 

資料４－１－①－１：準学士課程アドミッション・ポリシー 

アドミッション・ポリシー（受入れ方針）について  

沼津高専は初代校長の遺訓「人柄の良い優秀な技術者となって，世の期待にこたえよ」にあるように人柄を

重要視しています。また，講義と共に実験実習等の体験学習を通して一般科目や専門教科を修めた上に，情報

技術を駆使できる学生を育成したいと考えています。そのため， 

（１）他人を思いやる心を持ち，責任感のある誠実な人 

（２）技術者や科学者を目指す人 

（３）勉強が好きで，自分の才能を伸ばすために努力できる人 

が入学してくることを望んでいます。 

（出典：平成 17 年度沼津工業高等専門学校学生募集要項） 

 



沼津工業高等専門学校 基準４ 

-74- 

 

資料４－１－①－２：募集要項に掲載された準学士課程の受入れ方針 

 

（出典：平成 17年度沼津工業高等専門学校学生募集要項） 

資料４－１－①－３：ウェブサイトに掲載された準学士課程アドミッション・ポリシー 

 

（出典：本校公式ウェブサイト） 

http://www.numazu-ct.ac.jp/NctJpg/daa96mk/bosyu05/honka/body.html 
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資料４－１－①－４：学校概要に掲載された準学士課程アドミッション・ポリシー 

 

（出典：平成 17 年度沼津工業高等専門学校学校概要） 

また，中学校訪問や進学説明会，一日体験入学の際の説明会等においても準学士課程のアドミッシ

ョン・ポリシーを説明している。 

高校からの第４学年編入学に関しても受入れ方針を明文化し（資料４－１－①－５），編入学案内

（資料４－１－①－６）及びウェブサイトに掲載している。 

資料４－１－①－５：「編入学案内」に掲載された４年次編入学生受け入れ方針 

沼津高専４年次編入学生受け入れ方針 

 沼津高専は以下の条件を満たす有資格者の高専４年次への編入学を受け入れます。 

 （１）技術者になるという明確な意志があること。 

 （２）将来は技術者として社会に貢献しようとする姿勢があること。 

 （３）科学技術の諸問題に対する強い関心を持っていること。 

 （４）数学，英語，および編入学希望先の学科が要求する理科系科目，の基本的学力を有していること。 

 （５）高等学校における工業教育，もしくは自然科学教育の教科目において，継続的な学習を行ってきた経

験があること。 

 （６）社会および本校のルールを遵守する倫理観を有すること。 

（出典：沼津工業高等専門学校編入学案内） 
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資料４－１－①－６：「編入学案内」に掲載された４年次編入学生受け入れ方針 

 
（出典：沼津工業高等専門学校編入学案内） 

専攻科課程の受入れ方針は「専攻科入学者選考規程」（資料４－１－①－７）により明文化され，

専攻科募集要項（資料４－１－①－８）及びウェブサイトを通じて公開されている。 

資料４－１－①－７：専攻科入学者選考規程（抜粋） 

 （選考方針） 

第２条 専攻科は，当該専攻科の目的を達成し，及び教育目標を実現するため，当該専攻科へ入学を志願する者

のうちから，次に掲げる意欲，学力及び経験を有するものを選考するものとする。 

 (1) 広い視野と深い専門性を身に付けた技術者として，将来，社会の発展及び公衆の福祉に寄与する意欲を

持った者 

 (2) 数学，自然科学及び英語に関し，工学教育を受けるために必要な学力を有する者 

 (3) 基礎的な工学の方法について，一定の指導と訓練を受け，一定の期間にわたって実践した経験を有する

者 

（出典：本校規則集） 

http://www.numazu-ct.ac.jp/NctJpg/kisokusyu/0762_senkouka-nyuugakusyasenkou.htm 
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資料４－１－①－８：専攻科生選抜方針 

 

（出典：沼津工業高等専門学校専攻科学生募集要項） 

（分析結果とその根拠理由）優れている。各段階のアドミッション・ポリシーは全て明文化され，冊

子，ウェブサイト，口頭の対面プレゼンテーションなど多様な手段を通じて周知が図られている。 

観点４－２－①：アドミッション･ポリシーに沿って適切な学生の受入方法が採用されており，実際

の入学者選抜が適切に実施されているか。 

（観点に係る状況）準学士課程の一般選抜については，学力試験が全国の国立高専で統一の問題を使

用して行われるため，問題そのものに本校独自のアドミッション・ポリシーを反映することは困難

である。ただし，技術者としての素養として数学を重視するという観点から，数学の素点を２倍に

する「傾斜配点」を行っている。また，面接での口頭試問の内容に反映している（資料は訪問調査

において提示）。 

さらに，調査書記載事項（特別活動の実績等）を点数化する際にもアドミッション・ポリシーを反

映している（資料は訪問調査において提示）。 

  準学士課程の推薦選抜については，上記一般選抜と同様，面接での口頭試問の内容及び調査書記

載事項の点数化にアドミッション・ポリシーを反映しているほか，一部の学科では適性試験・小論

文試験等を実施してより確実な反映を図っている。 

  高校からの第４学年編入学については，受入れ方針の各項目を試験問題等へ反映させている（資

料４－２―①―１）。 

資料４－２―①―１：第４学年編入学試験の実施方法 

(ⅰ)選抜の基本方針 

  高校卒業者を高専第 4学年に受け入れている。受け入れの条件は， 

  ⅰ．高校を卒業しているか，来年度卒業の見込みの者 

  ⅱ．沼津高専が提示する受け入れ方針を認める者 

 となっている。 

  沼津高専が提示する第 4学年編入生の受け入れ方針は以下の 6項目である。 

 （ア）技術者になるという明確な意志があること。 

 （イ）将来は技術者として社会に貢献しようとする姿勢があること。 

 （ウ）科学技術の諸問題に対する強い関心を持っていること。 

 （ヱ）数学，英語，および編入学希望先の学科が要求する理科系科目，の基本的な学力を有していること。 
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 （オ）高等学校における工業教育，もしくは自然科学教育の教科目において，継続的な学習を行ってきた経験

があること。 

 （カ）社会および本校のルールを遵守する倫理観を有すること。 

  これらの受け入れ方針は，’05 年度編入学案内に印刷されて，過去編入学実績のある高校を始め，問い合わ

せのあった高校にも配布さ れる。また，第 4学年編入生募集のウェブサイトにて公開される。 

(ⅱ)具体的選抜方法 

 (ア)～(ウ)については，面接による口頭試問で行う。 

 (エ)については，数学，英語の各学科共通の試験を行う。 

 (オ)については，各学科が専門試験を行う。 

 (カ)については，面接により確認する。 

 ・合否判定 

  合否については，上記 6 課題についての採点･評価結果を各学科会議が取りまとめ，高専入試実行委員会に

報告し，高専入試実行委員会 の総意に基づいて決定する。 

（出典：平成 16 年度「総合システム工学」自己点検書） 

  専攻科課程の選抜については，選抜の基本方針を面接・筆頭試問・口頭試問の各方法に反映して

いる（資料４－２―①―２）。 

資料４－２―①―２：専攻科入学試験の実施方法 

本プログラム後半部は基本的に，高専，短大の卒業生を受け入れの対象者としている。従って，専攻科入学が

同時に本プログラム後半部履修者の決定過程であり，同時にプログラムへの編入過程でもある。本専攻科には

JABEE 対応の総合システム工学プログラム後半部 の み が 存 在 す る 。 

 （ⅰ）選抜の基本方針 

本プログラム後半部における選抜の基本方針は，「沼津高専専攻科入学者選考規程」に規定され，専攻科公式

ウェブサイトを通じて公開されている。要約すれば，(1)技術者として社会発展や公衆福祉へ貢献する意欲，

（2）工学教育を受けるために必要な数学，自然科学，英語等の基礎学力，（3）工学実践の経験 の 3 課題に要

約される。これらの課題は「沼津高専専攻科募集要項」の刊行と全国高専等への配布を通じて公開し，入学希望

者が課題に答えられるかどうかは｢専攻科選抜試験実施要領｣に従い検査される。 

 選抜の基本方針と，実施内容の関係を下図に示す。 
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(数学、自然科学、及び英語 )

３．工学の実践経験  

２．必要な基礎学力

１．社会発展、公衆福祉への意欲

面接自己申告書

筆答試験

口頭試問高専等の成績証明書

選
考

方
針

図３．２．選抜方針と試験方法

選
抜
実
施
内
容

 

 (ⅱ)具体的選抜方法 

1. 自己申告書に基づく，「意欲」の審査は，総合システム工学を形成する各専攻分野から 4 名の専攻科担当教

員が検査員として『専攻科入試委員会』より選任され，これにあたる。審査基準は『専攻科入試委員会』より

提示される基本案を参考にし，検査員が独自に設定し，採点する。面接については独自の判断に基づき，

A,B,C,D の 4段階法で採点する。 

2.  基礎学力を判定する筆答試験は，数学，自然科学(物理，化学)については SATⅡ-Subject Test，及び技術士

1 次試験・共通試験を参考にして作成した 5 肢選択法の客観テストを実施する。数学 IC については必須であ

り，数学ⅡC，物理，化学については 1 科目を選択するものとする。問題については幾つかの例題を募集要項

に示す。英語については TOEIC スコア 350 程度以上を要求し，TOEIC Test に準じる試験を必須として実施す

る。この旨も募集要項に記載し，公開する。 

3.  口頭試問については，National Council of Examiners for Engineering and Surveying (NCESS)の

Fundamentals of Engineering （FE）試験のレベルの問題を作成し，受験者の既習分野について質問する。問

題は英文で示し，日本語で解答することを求める。 

4. 十分な「意欲」と「工学の実践経験」を持つと認められた受験希望者は，沼津高専の学科による推薦を受け

ることができる。学科からの推薦者は面接と口頭試問を免除し，これらの検査については学科主任による推薦

状を持って代用する。 

5. 合否については，上記 3 課題についての採点･評価結果を専攻科入試委員会が取りまとめ，専攻科担当教員

会議に報告し，会議の総意に基づいて決定する。 

(ⅲ)公開方法とその実態 
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入学希望者への公開に関しては，「沼津高専専攻科募集要項」を全国高専等へ送付し，文書による公開を行

う。また，沼津高専内においては専攻科進学説明会を行い，沼津高専の第 4,5 学年への周知徹底をはかる。‘04

年度の受験者は昨年度比 37%増加した。 

（出典：平成 16 年度「総合システム工学」自己点検書） 

（分析結果とその根拠理由）相応である。各段階の選抜において，それぞれアドミッション・ポリシ

ーに基づいた選抜手段が可能な限り講じられている。 

観点４－２－②：アドミッション･ポリシーに沿った学生の受入が実際に行われているかどうかを検

証しており，その結果を入学者選抜の改善に役立てているか。 

（観点に係る状況）入試実行委員会及び専攻科入試実行委員会において，各年度の入学試験について

準備から段階的に検討が重ねられており，前年度の検証・反省を活かして改善策を講じている（資

料４－２－②－１）。 

資料４－２－②－１：入試改善への取組状況 

  

（出典：入試実行委員会資料） 

 



沼津工業高等専門学校 基準４ 

-81- 

（分析結果とその根拠理由）相応である。毎年の入試実行委員会において必ず前年度の反省が行われ，

その上に立った改善策が議論されており，入学志願者も定員の約２倍を維持している。 

観点４－３－①：実入学者数が，入学定員を大幅に超える，又は下回る状況になっていないか。また，

その場合には，これを改善するための取組が行われるなど，入学定員と実入学者数

との関係の適正化が図られているか。 

（観点に係る状況）最近の実入学者は，準学士課程においては入学定員を大幅に超える，又は下回る

状況にはなっていない（資料４－３―①―１）が，専攻科課程において一部の専攻の実入学者数が

定員を大幅に超えている（資料４－３―①―２）。ただし，教員の配置や教育方法・内容に工夫を

しており（資料４－３―①―３），教育活動上に特段の支障を生じていない。  

資料４－３―①―１：準学士課程における今年度及び昨年度の学生入学状況 

■平成 １６年度 ■平成 17 年度 

■学 科 募集人員 志願者 入学者 倍率 募集人員 志願者 入学者 倍率 

機械工学科 40（16） 79（24） 43（18） 1.8（1.3） 40（16） 81（33） 43（18） 1.9（1.8） 

電気電子工学科  40（16） 67（22） 42（16） 1.6（1.4） 40（16） 67（30） 42（16） 1.6（1.9） 

電子制御工学科 40（16） 86（43） 40（17） 2.1（2.5） 40（16） 77（33） 41（16） 1.9（2.1） 

制御情報工学科 40（16） 88（36） 43（19） 2.0（1.9） 40（16） 69（25） 42（16） 1.6（1.6） 

物資工学科 40（16） 104（39） 43（19） 2.4（2.1） 40（16） 98（45） 43（18） 2.3（2.5） 

計  200（80） 424（164） 211（89） 2.0（1.8）  200（80） 392（166） 211（84） 1.9（2.0） 

（ ）内は推薦選抜による内数。倍率は，小数点第２位を四捨五入。 

（出典：本校公式ウェブサイト） 

http://www.numazu-ct.ac.jp/NctJpg/data_GK1.htm 

 

資料４－３―①―２：専攻科課程における今年度及び昨年度の学生入学状況 

■平成１ ６年度 ■平成 17 年度 

■専 攻 ■募集人員 志願者 入学者 志願者 入学者 

機械・電気システム工学専攻 8 20 6 17 8 

制御・情報システム工学専攻 8 24 14 20 14 

応用物質工学専攻 4 9 5 7 4 

計 20 53 25 44 26 

（出典：本校公式ウェブサイト） 

http://www.numazu-ct.ac.jp/NctJpg/data_GK1.htm 
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資料４－３―①―３：専攻科課程における教員の配置や教育方法・内容の工夫 

平成 16 年度「総合システム工学」自己点検書（抜粋） 

３.２教育方法 

(3)授業等での学生支援の仕組みとその開示・実施 

(ⅰ)学生支援の仕組み―指導教員制－ 

専攻科学生は本専攻科在籍期間を通じて研究指導教員の指導を受けて学習・研究の方法を学び，態度を身に

つける。従って，研究指導教員の指導範囲は狭義の研究テーマに限らず，授業等についても科目担当教員と連

絡を取りつつ，学業上での学生支援に及ぶ。また，学生は，自己の意志に基づき，学期毎に研究指導教員の変

更を専攻科担当教員会議に申し出ることが出来る。 

学習・教育目標 (5) 「産業現場における実務への対応能力と，自覚的に自己研鑽を継続できる能力」を実

現するために，本プログラム後半部で必修科目として実施している専攻科実習に関し，研究指導教員が行う学

生支援の内容は「専攻科実習規則」に定めている。研究指導教員は学生が専攻科実習を受講するに当たって，

以下の事項を通じて学生を支援する。 

１．受入先の選定及び配属先の決定  

２．受入先における実習指導者の指定  

３．実習テーマ，内容等に関する指導・助言  

４．実習における安全管理（傷害保険への加入を含む。），就業心得等の事前指導  

５．実習中に発生した事故又は異常事態の処置及び校長への報告  

  

(ⅱ)学生支援の仕組みの開示方法 

研究指導教員は学期始毎に「研究指導計画書」を作成し，学期末毎に「研究指導報告書」を作成し，開示する

ものとする。 

研究指導教員の指導，支援の範囲については以下の図に示す。 

学生

研
究

指
導

教
員

講義
実験

演習

実習

指導計画書

指導報告書

授業評価

自己評価テスト
学生の自己評価 実習開始届

実習報告書

実習日誌

研究指導

図３．５．学生と研究指導教員  
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学生支援の仕組みは，関連する諸規則で定めており，全て専攻科公式ホームページで公開している。 

プログラム前半部における第 4 学年並びに第 5 学年への学生支援は，主として学級担任を通じて行われる。学

生生活支援室も第 4学年並びに第 5学年学生のメンタル・ケアを通じて学生支援を行っている。[3.2(3)]  

  

(ⅲ)専攻科学生支援の仕組みの活動実績 

1.研究指導報告書にて開示。 

2.専攻科担当教員毎におけるオフィスアワーを設定し，専用連絡ボードを設置し，学生支援に活用している。 

 （出典：平成 16年度「総合システム工学」自己点検書） 

（分析結果とその根拠理由）相応である。準学士課程においては，入学定員と実入学者数との関係は

適正に管理されている。専攻科課程においては，一部において実入学者数が定員を大幅に超えてい

るが，同専攻を志願する者に比べて定員が僅少（８名）であるためであり，教員配置や教育方法の

工夫などによって問題の発生を防止しており，全体として相応である。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）入学者選抜の全ての段階（準学士課程１年生，準学士課程４年生編入学，専攻科課程）

においてアドミッション・ポリシーを明文化し，冊子，ウェブサイト，口頭の対面プレゼンテーシ

ョンなど多様な手段を通じて周知を図る取組は，将来の構成員を含めた社会に対して広く受入れ方

針を自主的に発信している点から，優れている。 

（改善を要する点）特になし。 

 

（３）基準４の自己評価の概要 

入学者選抜の全ての段階（準学士課程１年生，準学士課程４年生編入学，専攻科課程）において

アドミッション・ポリシーは明文化されており，学生募集要項やウェブサイトに掲載され，学校の

構成員に周知されているとともに，社会に対して公表されている。また，中学校訪問や進学説明会

等においても準学士課程のアドミッション・ポリシーを説明している。以上のように，各段階のア

ドミッション・ポリシーは冊子，ウェブサイト，口頭の対面プレゼンテーションなど多様な手段を

通じて周知が図られている点は，優れている。 

準学士課程の一般選抜については，学力試験が全国の国立高専で統一の問題を使用して行われる

ため，問題そのものに本校独自のアドミッション・ポリシーを反映することは困難である。ただし，

傾斜配点や面接での口頭試問により反映を図っている。さらに，調査書記載事項（特別活動の実績

等）を点数化する際にもアドミッション・ポリシーを反映している。準学士課程の推薦選抜につい

ては，上記一般選抜と同様，面接での口頭試問の内容及び調査書記載事項の点数化にアドミッショ

ン・ポリシーを反映しているほか，一部の学科では適性試験・小論文試験等を実施してより確実な

反映を図っている。高校からの第４学年編入学については，受入れ方針の各項目を試験問題等へ反

映させている。専攻科課程の選抜については，選抜の基本方針を面接・筆頭試問・口頭試問の各方

法に反映している。各段階の選抜において，それぞれアドミッション・ポリシーに基づいた選抜手
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段が可能な限り講じられており，相応である。 

入試方法等の改善については，入試実行委員会及び専攻科入試実行委員会において，各年度の入学

試験について準備から段階的に検討が重ねられており，前年度の検証・反省を活かして改善策を講

じており，相応である。 

準学士課程においては，入学定員と実入学者数との関係は適正に管理されているが，専攻科課程

において一部の専攻の実入学者数が定員を大幅に超えている。ただし，これは同専攻を志願する者

に比べて定員が僅少（８名）であるためであり，教員配置や教育方法の工夫などによって問題の発

生を防止しており，教育活動上に特段の支障を生じておらず，全体として相応である。


